
日＝日時　場＝会場　内＝内容　人＝対象・定員　持＝持ち物　￥＝参加費（記載のないものは無料）　申＝申し込み（記載のないものは当日直接会場）　問＝問い合わせ
※電話番号は市外局番（025）を省略しています。
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区の人口 （住民基本
台帳による）

人口…… 172,483人	（－56）
　男………81,746人	（－35）
　女………90,737人	（－21）
世帯……89,442世帯	 （－3）
※令和５年９月末現在の住民基
本台帳による。（　）内は前月末比

中央区役所だより　発行：新潟市 中央区役所 地域課 〒951-8553 新潟市中央区西堀通６番町866番地　電話：025-223-7035

認知症になっても安心できる暮らしを認知症になっても安心できる暮らしを

　認知症の研究が進むにつれて、加齢などにより誰も
が認知症という状態になり得ると言われています。ま
た、徘徊行動は用事もないのに歩き回る困った行動で
はなく、当事者なりの理由があることが分かってきま
した。この訓練は、もし、自分の住む地域でこのよう
な行動を目にしたとき、どのように接したらよいかを
体験し学ぶためのものです。
　今回はいかい模擬訓練を企画したのは、チームオレ
ンジInしもまち。区内でも特に高齢化率が高いしもま
ち地域で、2021年に結成されました。チームオレン
ジは、地域ごとに認知症サポーターがチームを組み、
認知症の人や家族に対する生活面の早期からの支援な
どを行う団体で、認知症の人もメンバーとして参加す
ることを目指しています。区自治協議会の未来への種
まきプロジェクトがこの活動を後押し、多くの人が訓
練を体験。今年から入舟コミュニティ協議会に加入し、
より地域での支えあいの活動に取り組みます。

　９月30日に実施した訓練では、接し方に慣れてもらうことに加えて、一見徘徊
にあたるのか判断に迷うケースを盛り込み、参加者に対応を考えてもらいました。
　認知症地域支援コーディネーターの井上さんは、「訓練を１日だけのイベント
に終わらせるのではなく、これをきっかけに地域で困った人がいた時に対応でき
るようになることが大切です。誰もが、自分事として考えられるようになれたら
と思います」と話し、地域の人と共に活動を続けていく意欲を見せていました。

　　高齢化が進むなか、2025年には高齢者の５人に１人が認知症高齢化が進むなか、2025年には高齢者の５人に１人が認知症
になると予測されています。区では、誰もが住み慣れた地域で安になると予測されています。区では、誰もが住み慣れた地域で安
心して暮らしつづけられるよう、地域活動を後押しする認知症地心して暮らしつづけられるよう、地域活動を後押しする認知症地
域支えあい推進事業に取り組んでいます。地域とチームオレンジ域支えあい推進事業に取り組んでいます。地域とチームオレンジ
Inしもまちが実施したはいかInしもまちが実施したはいかいい模擬訓練を取り上げます。模擬訓練を取り上げます。��
�� Ü健健康福祉課高齢介護担当（☎223-7216）康福祉課高齢介護担当（☎223-7216）

　市では認知症のことなどをまとめた認知症安心ガ
イドブック＝右下＝を配布しています。
　また、区ではチームオレンジInしもまちとともに地域
の活動を支援し、区内外の地域で同
様の活動ができるようにはいかい模
擬訓練マニュアルを作成し、公表し
ています。地域でこの活動に取り組
みたいときは、まず健康福祉課高齢
介護担当まで問い合わせてください。

　初めて訓練に参加した荏
え

原
はら

敦
あつし

さんは、認知症により
幻覚が見えている役の人に声を掛け「話を否定して相
手が驚かないように状況を踏まえながら、警察に連絡
するところまで話を進めました。訓練前にあった専門
職の人からのアドバイスを生かすことができ、良い経
験になりました。日々の会話から相手を否定しない話
し方をしていきたいです」と話しました。

認知症とは� 教えてくれたのは、みどり病院　川井さん
　特別な病気ではなく誰でも起こりうる状態です。当事者が生活に困ってい
る場合があります。例えば、時間や場所などがあやふやになったり、具体的
な過去の出来事（思い出）がそっくり記憶から抜け落ちて会話についていけな
くなったりします。また、認知症の状態の人は外出した理由を忘れてしまう
ほか、明るさやにおいなどの環境、周囲の人の雰囲気などに対する不快感か
ら居心地よい場所へ移ろうとして、さまよってしまうことがあります。
　周囲の人の様子が気になり声を掛けるとき、自分が迷
子になって困ったら、どう声掛けをしてもらいたいか考
えてみると良いでしょう。

月月 日日1010 1515

▲�認知症の高齢者役（写真
左側）に声をかける様子

◀�チームオレンジInしもま
ち。代表の須貝さん（写
真右端）や認知症地域支
援コーディネーターの井
上さん（写真中央）をはじ
めとする創設メンバー

話し方を見直すきっかけに話し方を見直すきっかけに

はいかい模擬訓練はいかい模擬訓練

地域とのつながりが大切地域とのつながりが大切

はいかい模擬訓練はいかい模擬訓練 ははとと
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※電話番号は市外局番（025）を省略しています。
※掲載の二次元コードを読み取ることができない人は各イベント主催者へお問い合わせください。

　ハロウィン直前の日曜日に、子どもから大人
まで楽しめるハロウィンイベントを開催しま
す。食べて、遊んで、本町で一日過ごしませんか。
Ä10月29日（日）午前10時～午後４時
Åフレッシュ本町（本町12・13番町）
Ü下本町商店会（☎222-6488）

家族みんなで楽しんで� 下本町商店会　齋藤　恒利会長
　フレッシュ本町の秋の恒例行事になってもらいたいと思い、初めてハロウィ
ンイベントを開催します。当日は商店街のお店に隠れているクロ
ネコを探し出すとお菓子がもらえる企画も実施します。家族みん
なで楽しみながら商店街を歩いて探してみてくださいね。

　キャンドルで幻想的に彩られる早川堀。みなとま
ちの歴史を感じながら、散策してみませんか。
Ä11月３日（金・祝）午後４時～８時
Åみなとぴあおよび早川堀通り
Ñ万代太鼓などの演奏や地元アーティストによる
フォークソングステージ、飲食ブースなど
Üしもまち早川堀通り☆キャンドルナイト実行委員
会・高橋（☎090-8649-5000）

キキララキキララ
ワワククワワクク秋秋ののしもまちはしもまちは

フレッシュ本町　HAPPY HALLOWEENフレッシュ本町　HAPPY HALLOWEEN

しもまち早川堀通り☆キャンドルナイトしもまち早川堀通り☆キャンドルナイト

こども縁日こども縁日
黒板おえかきやカレン
ダー作成、スーパーボー
ルすくいなど

飲食ブース飲食ブース
キッチンカーや
露店が出店！

ガラポン抽選会ガラポン抽選会
仮装している人はガラ
ポンができる！おいし
い景品がたくさん。

日和山浜魅力創出事業日和山浜魅力創出事業

～ハマベリング!!! ～～ハマベリング!!! ～
連載⑫連載⑫

　日和山浜は、侵食の影響で砂が減少していたところに、侵食
対策として整備を行い、現在の海岸が形成されています。これ
までの経緯について、整備を担当していた国土交通省北陸地方
整備局新潟港湾・空港整備事務所の宮坂さんに聞きました。

Q1.どうして砂浜が減少してきたの？
A1.�　日和山浜の砂浜は、信濃川から運ば

れる土砂により作られてきました。し
かし、河川や港湾の改修工事などによ
り、川から運ばれる土砂の量が減少し
たほか、地下水のくみ上げによる地盤
沈下の影響で、海岸線の侵食がはじまっ
たと考えられ、明治後期から昭和に至
るまでに砂浜が最大350ｍも後退しま
した。＝写真左＝

Q2.砂浜をよみがえらせるために、どんな工事を行ってきたの？
A2.�　当時の侵食対策工事といえば、コンクリートの高い壁（直立堤）を立てて、砂の

流出を防ぐ線的防護工法と呼ばれるものが主流でした。しかしそれでは美しい新
潟の海の景観が損なわれてしまいます。海岸線を守るとともに、人々にとって快
適で潤いのある海岸の利用が可能となるよう、離岸堤（潜堤）、突堤、護岸（養浜）
を総合的に組み合わせた面的防護工法による整備を行いました。
　事業開始当時、この工法は全国的にも実例が少なく、水理模型実験や現地観測
を行いながら、試行錯誤を重ねて整備を行いました。この事業で得られた知見は、
今日の海岸工学の基礎となっています。

大正８年当時の新潟港海岸

Q3.日和山浜の特徴である突堤はなぜあの形なの？
A3.�　 突堤は波の

力で漂っている
砂が沖へ逃げ出
さないように留
める重要な役割
があります。各
地にさまざまな
形の突堤があり
ますが、その役
割は一緒です。
日和山浜の突堤の形＝写真上＝は、整備が終わった後、魚釣
りや散策など、海を身近に楽しんでもらいたいと考え、今の
デザインになりました。
�　整備は令和４年度に完了しましたので、今後は是非皆さん
の憩いの場として日和山浜を活用してもらいたいと思いま
す。ハマベリング!!!や海岸でのさまざまなイベントを通じて
地域の活性化が図られることを期待しています。

よみがえる
砂浜

よみがえる
砂浜

次回、学生が感じたまちの魅力を取り上げます。

　今後の取り組みの進捗は、区ホームペー
ジ＝右の二次元コード＝から確認できます。

≪広告欄≫

　市では、文化の日である11月３日（金・祝）を文化施設の無料観覧日とし
ています。施設を巡ってさまざまな建築や庭園、アートなどを体感できる
絶好の機会です。
　無料観覧についての詳細は、今号市報にいがた本冊も確認してください。

秋は文化施設へ行こう！
＼文化の日は観覧料が無料／

　みなとまち新潟の芸と風土　発掘・体験プロジェクト
　「地域全体がそのままミュージアム」を目指
し、旭町・西大畑町周辺の文化施設が連携した
プロジェクト。江戸時代以来、この地域で守り
伝えられてきた屏

びょう
風
ぶ
や掛け軸、工芸品などが、

各施設で展示されます。今号市報にいがた「別
冊情報ひろば」も確認してください。
Ä10月25日（水）～11月26日（日）
Å新潟大学旭町学術資料展示館（旭町通）、砂丘館、旧齋藤家別邸、ほか
Ü文化政策課（☎226-2624）

　旧齋藤家別邸　秋の庭園ライトアップ
　旧齋藤家別邸では、紅葉が見ごろを迎える庭園をライトアップします。
ぜひ秋ならではの趣ある景色を堪能しに来てください。
Ä11月10日（金）～12日（日）、
11月17日（金）～19日（日）
全日午後５時30分～７時30分
Ñ庭園のライトアップ
※ライトアップ中は庭園散策不可
É200円　※別途観覧料（一
般300円、小・中学生100円。
土・日曜は小・中学生無料）
が必要

　中央区では人口減少が進む「しもまち地域」の活性化のた
め、この地域の認知拡大と市内外の人の流入・交流の促進
を図る「日和山浜魅力創出事業～ハマベリング!!! ～」を実施
しています。この取り組みを不定期で連載しています。
Ü地域課（☎223-7041）
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健康・福祉
各事業の各事業のÖ・・Ü連絡先一覧連絡先一覧
❶❶健康福祉課健康増進係健康福祉課健康増進係
　【妊娠～乳幼児期担当】　☎223-7237　【妊娠～乳幼児期担当】　☎223-7237
❷❷東地域保健福祉センター東地域保健福祉センター
　東万代町９-52　☎243-5312　東万代町９-52　☎243-5312
❸❸南地域保健福祉センター南地域保健福祉センター
　新和３-３-１　☎285-2373　新和３-３-１　☎285-2373
❹❹健康福祉課地域保健福祉担当　☎223-7039健康福祉課地域保健福祉担当　☎223-7039
❺❺子育て交流子育て交流ぽーとぽーとtt

テ テテ テ

eteete	 ☎080-9680-6822	 ☎080-9680-6822
❻❻はっぴぃはっぴぃmm

マ ママ マ

amaama応応援団	 ☎278-3177、水曜定休援団	 ☎278-3177、水曜定休
❼❼市役所コールセンター　☎243-4894市役所コールセンター　☎243-4894

■妊婦歯科健康診査 妊娠期
Ç中央区在住の母子健康手帳を取得している妊婦
Ö10月18日（水）から開催日の２日前までに電話で
一覧⑦へ
受付時間　午後１時～２時15分

期日期日 会場会場 定員（先着）定員（先着）
11/ ９（木） 東地域保健福祉センター 45人
11/10（金） 南地域保健福祉センター 45人

■安産教室 妊娠期
Ä11月22日（水）午後１時30分～３時
※受け付けは１時15分から
Å南地域保健福祉センター
Ñ妊娠～産後のからだとこころの話、妊娠中の食
事や生活の話、グループワーク
Ç出産予定月が令和６年２月～令和６年４月まで
の中央区在住の妊婦先着15人　
Ö10月18日（水）から11月１日（水）までに電話で一覧①へ

■みんなでつながるにっこにこ子育て応援
事業（毎月開催）
※中央区在住の人が対象です。
Ñ保健師や助産師への相談、講座、参加者同士の
情報交換、ほか
Ö各講座の申し込み開始日から携帯電話などで二
次元コードを読み取り申し込み　

■妊
にん

カフェ 妊娠期
Çおおむね妊娠30週以降の妊婦と、同
伴者（パートナー・両親）１組２人以内
Ñ沐浴や着替えなどの体験、ミニ講座
Ö10月17日（火）から　　　Ü一覧⑤
時間　午後１時30分～３時30分

期日期日 会場会場 定員（先着）定員（先着）
11/11（土） 天寿園 12組
11/13（月） 南地域保健福祉センター南地域保健福祉センター 10組
11/17（金） 東地域保健福祉センター 10組

■育
いく

カフェ 生後 1～ 5カ月  

Ä11月24日（金）午前10時～ 11時30分
Åこども創造センター
Ç生後１～５カ月の子どもと保護者先着13組
Ö10月17日（火）から　　　Ü一覧⑤
■10か月育ちの講座 生後 9～ 10カ月  

Ç令和５年１～２月生まれの子どもと
保護者
Ö10月17日（火）から開催前日まで
※11月29日（水）の開催分のみ11月22
日（水）まで　　　Ü一覧⑥
時間　午前10時～ 11時30分
※11月29日（水）はリモート開催
期日期日 会場会場 定員（先着）定員（先着）

11/22（水） 南地域保健福祉センター 10組
11/2811/28（火）火） 東地域保健福祉センター東地域保健福祉センター 14組
11/29（水） 20組

■はじめての離乳食 生後５カ月
Çおおむね生後５カ月の子どもの保育者
Ñ離乳食の始め方と進め方、個別相談　など
Ö10月18日（水）から各実施日の２日前までに電話
で一覧⑦へ
時間　午後１時30分～２時50分
※受け付けは１時15分から
期日期日 会場会場 定員（先着）定員（先着）

11/15（水） 東地域保健福祉センター 15人
11/16（木） 南地域保健福祉センター 15人

■ステップ離乳食 生後６～ 11カ月
Ä11月16日（木）午前10時～ 11時20分
※受け付けは９時40分から

妊カフェ妊カフェ
申込先申込先

育カフェ育カフェ
申込先申込先

10か月10か月
育ちの講座育ちの講座
申込先申込先

Å南地域保健福祉センター
Çおおむね生後６カ月以上の子どもの保育者先着15人
Ñ２回食・３回食への進め方、グループワーク、
個別相談など
Ö10月18日（水）から開催日の２日前までに電話で
一覧⑦へ

■育児相談 乳幼児
Ç中央区民　※会場によって定員が異なります。
詳しくは、申し込み先へお問い合わせください。
Ö10月18日（水）から電話で各申し込み先へ　※先着順
期日期日 時間時間 会場会場 申込先申込先

11/ ２（木）９：30～11：00 ◎♦中央健康センター
（北部総合コミュニティセンター内）一覧④

11/15（水）９：15～11：00 ◎♦南地域保健福祉センター 一覧③
11/30（木）13：30～15：00 ◎東地域保健福祉センター 一覧②
◎は栄養士、♦は歯科衛生士による相談あり

■健康相談【一般】
Ö各実施日の２日前までに電話で各申し込み先へ
期日期日 受付時間受付時間 会場会場 申込先申込先

11/ ８（水） ９：30～11：00 南地域保健福祉センター 一覧③
11/10（金）13：30～14：30 東地域保健福祉センター 一覧②
11/22（水）13：30～15：00 中央区役所 一覧④

■はじめよう運動セミナー受講者募集
Ä11月27日（月）午前９時45分～ 11時40分
※受け付けは９時30分から　　　Å市体育館
Ñ効果的な筋力トレーニング、ウオーキング、ス
トレッチの体験、運動に関するミニ講話
Ç中央区在住で運動制限のない18歳～ 74歳(令
和６年３月末の年齢)の人先着35人
Æ飲み物、内履き、タオル
Öあす16日（月）から10月31日(火)までに電話で
健康福祉課健康増進係（☎223-7246）へ

■糖尿病予防セミナー受講者募集
Ä11月17日（金）午前10時～正午
※受け付けは９時45分から
Å東地域保健福祉センター
Ñ糖尿病について、予防のための食事やお口の健
康に関する講話　ほか
Ç中央区在住の18歳～ 74歳(令和６年３月末の
年齢)の人先着20人　　　Æ健診結果、筆記用具
Öあす16日（月）から10月31日(火)までに電話で
健康福祉課健康増進係（☎223-7246）へ

■家族介護教室
Ç家族を介護している人先着10人程度
Ö各開催日の１週間前までに電話で各申込先へ
期日期日 時間時間 内容内容 会場・申込先会場・申込先

11/16（木）10：00 ～
11：30

排泄のケアに
ついて

特別養護老人ホーム
くりの木

（本馬越２、☎278-8400）

11/25（土）13：30 ～
14：30

自律神経に
ついて

【会場】おかむら内科下町
クリニック（田町１）

【申込先】ケアプラン康和園
（☎378-2671）

人とつながり人とつながり
フフレレイイルル予予防防

　フレイルを予防するには、社会とつながるこ
とも大切です。サークルや地域の活動に参加す
る、ボランティアをするなど、人とのつながり
を大切にしてフレイルを予防しましょう。

■フレイルチェック　
Ä11月９日（木）午後１時30分～３時30分
※受け付けは１時から
Å山潟会館（長潟827）
Ñ握力・筋肉量などの計測、日常生活を見直す
ための助言
Ç65歳以上の人先着20人　
Öあす16日（月）から11月２日（木）までに電話で
新潟リハビリテーション病院（☎368-7400）へ
申込受付時間　平日午前９時～午後５時

公民館
中央公民館　☎224-2088中央公民館　☎224-2088

〒951-8055　中央区礎町通3-2086〒951-8055　中央区礎町通3-2086
受付時間　平日午前９時～午後５時受付時間　平日午前９時～午後５時
　　　　（土・日曜、祝日除く）　　　　（土・日曜、祝日除く）

■シニアのための安心・楽しいスマホ講座（全４回）
Ä11月７日・14日・21日・28日（いずれも火曜）
午前10時～ 11時30分　
Ç65歳以上の人18人　※抽選
Ö10月17日（火）から10月25日（水）までに電話で同館へ

■スマホで調べるより身につく　　　 
20代30代のためになる話（全４回）
Ç20 ～ 30代15人　※抽選
Ö10月29日（日）までに申し込み
期日期日 時間時間 内容内容

11/18（土）
14：00～16：00

相手に喜ばれる聴き方３つのポイント
11/25（土） のぞいてみよう！同世代の人生
12/ ９（土） 14：00～16：30 初心者向けワインの魅力と楽しみ方
12/16（土） 14：00～16：00 みんなで作って楽しくおしゃべりCafé

鳥屋野地区公民館　☎285-2371鳥屋野地区公民館　☎285-2371
〒950-0972　中央区新和3-3-1〒950-0972　中央区新和3-3-1

■知的探究シリーズ縄文の世界を探究せよ（全３回）
Ç先着20人　　
Ö10月18日（水）から電話で同館へ
※２、３回目は実地見学のためバス移動あり
期日期日 時間時間 内容内容

11/15（水） 13：30～15：30 縄文時代と気候
【会場】鳥屋野地区公民館

11/22（水）

12：30～15：45

縄文の人骨は多くを語る
【会場】自然人類学研究所（北区島見町）

11/29（水）
考古学と科学が解き明かす縄文生活

【会場】
県埋蔵文化財センター（秋葉区金津）

東地区公民館　☎241-4119東地区公民館　☎241-4119
〒950-0083　中央区蒲原町7-1〒950-0083　中央区蒲原町7-1

■東地区公民館音楽芸能発表会
Ä11月４日（土）午後２時～４時　※開場１時30分
Ñ合唱、篠笛、ハーモニカ、民謡、マジックなど

■ふれあい体験教室「笹団子づくリ」
Ä11月11日（土）午前10時～午後１時
Ç先着25人　※小学生は３年生以上。
小学３・４年生は保護者同伴。詳細はホー
ムページ＝右の二次元コード＝を確認し
てください。
É材料費600円
Öあす16日（月）から10月25日（水）までに電話で同館へ

■切り絵で作る正月飾り
Ä11月16日（木）午後１時30分～３時30分　　
Ñ正月飾りを切り絵で作る
Ç先着20人
É材料費500円
Öあす16日（月）から電話で同館へ

関屋地区公民館　☎266-4939関屋地区公民館　☎266-4939
〒951-8164　中央区関屋昭和町3-148-1〒951-8164　中央区関屋昭和町3-148-1

■子育てネットまつぼっくり
Ä11月10日・17日・24日（いずれも金曜）午前10
時～正午
Ñ親子の遊び場
Ç乳幼児と保護者

石山地区公民館　☎250-2930石山地区公民館　☎250-2930
〒950-0852　東区石山1-1-12〒950-0852　東区石山1-1-12

■思春期の子どもを理解する（全２回）
Ç先着40人　　
Ö10月18日（水）から電話で同館へ
期日期日 時間時間 講座内容講座内容

11/13（月）13：15 ～
15：15

思春期の子どもと話すために
（講師　新潟青陵大学　碓井真史教授）

11/22（水） 被害者・加害者・傍観者にもしない
大人にできること

■歩かないまち歩きで南区の魅力をご案内
Ä11月17日（金）午前10時～正午
Ñタウンガイドが歴史的町屋群を中心に魅力を紹介
Ç先着40人　　
Ö10月18日（水）から電話で同館へ

詳細・申込先詳細・申込先
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